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耳、は音を増幅するアンプのような
役割を果たしています。私たちは、
耳から出てくる音（耳音響放射）を
使って、そのアンプの特性を調べて
きました。本展示では、従来信じら
れてきた耳の特性を覆し「耳のアン
プは、音を単純に増幅するだけでは
ない」という新たに発見した耳の特
性を紹介します。

耳は、音の強さの情報を神経発火の
タイミングの情報に変換して、脳に
伝達することが分かりました。これ
まで、音の強さは神経発火の反応強
度の情報として脳に伝達されている
と信じられてきました。本研究の結
果は、どのように音の大きさを知覚
するか？という疑問に新しい知見を
もたらします。

本研究の成果は、加齢などで耳の機

能が低下した場合に、どのような聞

こえの困難が生じるのかを解明する

ことに繋がります。さらに、人工内

耳や補聴器の性能向上などの工学的

な分野にも波及効果が期待されてい

ます。
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Coding of amplitude modulation in the inner ear

基底膜：音が入ると振動。そ

の振動情報は神経発火情報へ

変換され、脳へ運ばれる。
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分かったこと

刺激音は一定周波数なのに、
基底膜振動の周波数が変化

神経発火のタイミングも変化

振幅が変化すると、
基底膜振動の大きさが変化

神経発火の反応強度が変化
ヒルベルト変換

周波数分析

振幅変調音

(周波数は一定で、

音の強さのみ変化)

音の強さの変化は、神経発火のタイミングの変化としても脳に伝達されます。知覚実
験の結果から、その情報が音の大きさの知覚に貢献していることが分かりました。

音の強さの変化は、神経発火の反応強度の変化として脳に伝達される

音の強さの変化は、神経発火のタイミングの変化としても脳に伝達される
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